
先月の季節の写真はチューリップ

でしたが，今回はすずらんです。

いっぽの利用者・スタッフともに

増えたこともあって，５月１１日の

避難訓練には，消防署の方々にお出でいただき，指

導をいただきました。毎月避難訓練をしていること

もあって，利用者の皆さんの避難の仕方は好評でし

た。特に指摘されたわけではないのですが，施設と

しては，いくつかの課題がありました。特に感じた

のは，避難しなければならない事態になったときに，

確実に利用者全員の命を守らなければならないという

ことです。今回はあらかじめ計画された避難訓練です

が，突然起こった災害時にも全員の命を守れるような

態勢が必要であることを実感しました。今後も施設の

課題の一つとして，避難訓練に取り組みます。
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【陸前高田市:奇跡の一本松】

生活介護では，気分転換とリラ

ックス，楽しいいっぽ生活等を目

的に，車でのお出かけも取り入れ

ています。５月１２日（木）は，

陸前高田市の｢奇跡の一本松公園｣

に出かけてきました。いっぽを出

発するときは，みんな笑顔でご機嫌の表情でした。ド

ライブ中や公園でも楽しく過ごしたんでしょうね。い

っぽに戻ってきてもみんな笑顔でした。

正しくは，「イオン 幸せの黄色いレシート」だそう

です。毎月，１１日に買い物をすると，黄色いレシー

トが出ます。それを応援する団体のＢＯＸに入れると，

来年の４月に，レシートの金額の１％が地域のボラン

ティア団体等に寄付される仕組みになっています。今

年から，「水梨かふぇ」のＢＯＸも設置されています。

気仙沼イオンで黄色いレシートが出たら，水梨かふぇ

の箱を探してください。もちろん，子どもたちが喜ぶ

ような使い方をしたいと考えています。

いっぽの利用者には車いすを使

用する人もいます。おかげで，車

いすと一口に言ってもいろいろな

種類があることを理解してきまし

た。このお便りを作り始めた日に，

児童発達支援の子が新しい車いす

に乗っていました。最新型で乗り

心地も良さそうで，本人の表情が

よかったので写真を撮りました。

新型コロナウイルス感染の情報がいっぽにも届くよ

うになりました。改めて，気を引き締めて感染予防に

努めたいと思います。施設としては，手指のアルコー

ル消毒，マスクの着用，そして，毎日の検温にも注力

していきたいと思っています。なお，通学している学

校が臨時休業の時はいっぽの利用もできません。

いっぽでは，地域

と共にという観点か

ら，水梨地区内での

活動を重視していま

す。そのために，活

動予定の中に地区探

検を取り入れたりしています。５月１７日（火）には，

生活介護の利用者の皆さんが，地元の名所でもある，

徳仙丈山に行ってきました。名物，日本一のツツジを

見ながら，ちょっとだけ登山にも挑戦しました。これ

からも地域の資源を有効活用したいと思います。


